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議会だよりかつらぎ
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議会を傍聴して は、いただいた傍聴アンケートを基本的に原文のまま掲載しています。
（個人を特定できる表記は除いています）

議会だよりかつらぎ
2020.11.1　87号

今回は特にコロナ対策に関する議案が多く、町民また町内の事業所、事業主さんへ
の救済処置・対応に尽力されていると実感しました。（40代女性）議会を傍聴して

雑賀増己議長、溝北好一副議長選出
　

７
月
第
２
回
会
議
で
、
議
長
・
副
議

長
を
は
じ
め
、
常
任
委
員
会
や
特
別
委

員
会
、
一
部
事
務
組
合
議
会
な
ど
新
体

制
が
決
ま
っ
た
。

　

雑
賀
議
長
は
去
る
10
月
19
日
に
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。 議  長　雑賀  増己副議長　溝北　好一

総務産業常任委員会厚生文教常任委員会

委 

員 

長　

松
岡　

宏
行

副
委
員
長　

藤
本　

憲
一

委　
　

員　

宮
井　

健
次

　

〃　
　
　

浦
中　

隆
男

　

〃　
　
　

福
岡
久
二
子

　

〃　
　
　

小
林　

総
一

　

企
画
公
室
、
会
計
課
、

総
務
課
、
危
機
管
理
課
、

税
務
課
、
産
業
観
光
課
、

建
設
課
、
地
籍
調
査
室
、

上
下
水
道
課
お
よ
び
花
園

地
域
振
興
課
を
所
管
し
て

い
る
。

委 

員 

長　

東
芝　

弘
明

副
委
員
長　

大
原　

清
明

委　
　

員　

溝
北　

好
一

　

〃　
　
　

赤
阪　

岩
男

　

〃　
　
　

新
堀　

行
雄

　

〃　
　
　

氏
岡　
　

誠

　

〃　
　
　

福
井　

強
太

　

住
民
福
祉
課
、
健
康
推

進
課
、
教
育
総
務
課
お
よ

び
生
涯
学
習
課
を
所
管
し

て
い
る
。

組合議会関係

橋
本
周
辺
広
域
市
町
村
圏
組
合

議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　

雑
賀　

増
己

　
　
　
　
　
　
　

藤
本　

憲
一

　
　
　
　
　
　
　

松
岡　

宏
行

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　

東
芝　

弘
明

　

一
部
事
務
組
合
と
広
域
連
合
は
、
市
町
村
の
合
同
事
務
を
行
う
特
別
地
方

公
共
団
体
で
あ
り
、
議
会
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
議
会
議
員
は
、

各
市
町
村
議
員
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
る
。

伊
都
消
防
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　

雑
賀　

増
己

　
　
　
　
　
　
　

松
岡　

宏
行

伊
都
郡
町
村
及
び
橋
本
市
児
童

福
祉
施
設
事
務
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　

赤
阪　

岩
男

橋
本
伊
都
衛
生
施
設
組
合
議
会

議
員

　
　
　
　
　
　
　

雑
賀　

増
己

　
　
　
　
　
　
　

溝
北　

好
一

　
　
　
　
　
　
　

新
堀　

行
雄

伊
都
郡
町
村
及
び
橋
本
市
老
人

福
祉
施
設
事
務
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　

大
原　

清
明

議会だより編集特別委員会

委 

員 

長　

東
芝　

弘
明

副
委
員
長　

浦
中　

隆
男

委　
　

員　

溝
北　

好
一

　

〃　
　
　

大
原　

清
明

　

〃　
　
　

赤
阪　

岩
男

　

〃　
　
　

氏
岡　
　

誠

　

〃　
　
　

福
岡
久
二
子

　

住
民
と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
の
で
き
る
「
議
会
だ
よ

り
」
を
目
指
し
て
、
編

集
・
発
行
を
行
っ
て
い
る
。

広報広聴特別委員会

委 
員 
長　

藤
本　

憲
一

副
委
員
長　

松
岡　

宏
行

委　
　

員　

宮
井　

健
次

　

〃　
　
　

新
堀　

行
雄

　

〃　
　
　

小
林　

総
一

　

〃　
　
　

福
井　

強
太

　

住
民
に
開
か
れ
た
議
会

を
推
進
す
る
た
め
、
広

報
・
広
聴
に
取
り
組
む
。

監
査
委
員
（
議
会
選
出
）

　
　
　
　
　
　
　

赤
阪　

岩
男

23

議会運営委員会

委 

員 

長　

浦
中　

隆
男

副
委
員
長　

宮
井　

健
次

委　
　

員　

溝
北　

好
一

　

〃　
　
　

大
原　

清
明

　

〃　
　
　

赤
阪　

岩
男

　

〃　
　
　

新
堀　

行
雄

　

〃　
　
　

松
岡　

宏
行

　

議
会
運
営
に
つ
い
て
協

議
し
、
提
出
議
案
の
承
認

お
よ
び
会
議
日
程
の
調
整

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

議会の新体制決まる



議案審議議案審議

議会だよりかつらぎ
2020.11.1　87号

議会だよりかつらぎ
2020.11.1　87号

プレミアム付飲食・宿泊応援事業ですが、飲食は町民でも必要で需要はあり、喜ば
れると思います。（40代女性）議会を傍聴して 45

給付金やクーポン券の配布も他市町に比べると迅速で、他の市町村の友人が羨む一
人5,000円＋ごみ袋支給と、一町民として大変喜んでおります。（40代女性）議会を傍聴して

　

７
月
お
よ
び
９
月
会
議
で
コ
ロ
ナ
対
策
の
一
般
会

計
補
正
予
算
案
が
提
案
さ
れ
、
７
月
会
議
は
賛
成
多

数
、
９
月
会
議
は
全
員
賛
成
で
可
決
し
た
。
４
〜
５

ペ
ー
ジ
に
主
な
内
容
と
質
疑
を
掲
載
し
た
。

持続化給付金

かつらぎ版決定

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
で
大

変
な
の
は
飲
食
と
宿
泊
施

設
だ
け
で
は
な
い
。
公
平

で
な
い
の
で
は
。

町
長　

飲
食
店
と
宿
泊
事

業
者
が
一
番
影
響
を
受
け

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
対
策
は

こ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
い
。

今
後
の
状
況
を
見
な
が
ら

対
応
す
る
。

問

　

コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
が
苦
し
く
な
っ
た
の

で
大
歓
迎
で
し
た
。
で
も
発
行
枚
数
が
少

な
か
っ
た
と
い
う
不
満
の
声
も
聞
き
ま
し

た
。

　

日
頃
ご
愛
顧
頂
い
て
い
る
お
客
様
に
、

行
政
の
力
を
お
借
り
し
て
、
恩
返
し
す
る

こ
と
が
で
き
、
今
回
の
政
策
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　
　
　
　

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
補
助
金

　
　
　
　
　

低
所
得
の
ひ
と
り
親
世
帯
に
対
し
、
１

　
　
　
　
　

世
帯
５
万
円
、
第
２
子
以
降
１
人
３
万

　

円
。
収
入
減
少
の
世
帯
へ
追
加
給
付
も
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
額
32
万
６
０
０
０
円

プ
レ
ミ
ア
ム
付
飲
食
・
宿
泊
応
援

　

町
内
の
飲
食
店
・
宿
泊
施
設
に
発
行
。

　
　
　
　
　
　
　
　

総
額
３
３
１
１
万
２
０
０
０
円

防
災
用
物
品
購
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
額
２
６
８
万
５
０
０
０
円

就
学
援
助
世
帯
へ
の
給
食
費
相
当
額
支
援

　

就
学
援
助
を
受
け
て
い
る
家
庭
に
昼
食
費
用
を
助

　

成（
４
月
〜
５
月
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
額
１
３
６
万
３
０
０
０
円

乳
幼
児
相
談
で
の
保
健
衛
生
用
品
・
備
品
、
学
童
保

育
へ
の
補
助
・
学
校
へ
の
備
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
額
９
２
３
万
７
０
０
０
円

か
つ
ら
ぎ
町
事
業
者
応
援
補
助
金
・
給
付
金

　

町
独
自
に
、
30
〜
50
％
落
ち
込
み
の
事
業
者
に
国

　

と
同
額
を
支
給（
法
人
２
０
０
万
円
、
個
人
１
０

　

０
万
円
）。「
県
下
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
支
援
を

　

す
る
」と
し
た
内
容
。

　
　
　
　
　
　

総
額
３
億
７
７
１
０
万
２
０
０
０
円

内容

クーポン券

さらに１人に１万円
　
　
　
　

児
童
館
へ
の
空
気
清
浄
機
、
幼
稚
園
お
よ

　
　
　
　

び
児
童
福
祉
施
設
へ
の
感
染
症
対
策
用
品

　
　
　
　

等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
額
５
４
７
万
円

ひ
と
り
親
世
帯
等
臨
時
特
別
給
付
金
支
給

　

低
所
得
の
ひ
と
り
親
世
帯
等
２
３
４
世
帯
３
９
４

　

人
に
支
給
。
国
の
事
業
よ
り
も
対
象
拡
大
。

　
　
　
　
　
　
　
　

総
額
１
６
７
２
万
８
０
０
０
円

地
域
経
済
活
性
化
ク
ー
ポ
ン
券
発
行

　

全
町
民
に
ク
ー
ポ
ン
券
１
人
１
万
円
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
額
１
億
７
３
２
０
万
円

防
災
用
物
品
購
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
額
６
８
８
万
２
０
０
０
円

学
生
支
援
緊
急
給
付
金
給
付

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て

　

い
る
大
学
生
等
へ
の
支
援
。
１
人
20
万
円
。

　
　
　
　
　
　
　
　

総
額
３
１
４
４
万
２
０
０
０
円

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
小
中
学
校
Ⅰ
Ｃ

Ｔ
環
境
整
備

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
な
い
家
庭
へ
貸
与
す
る

　

モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
の
整
備
等
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
額
３
５
１
５
万
円

内容

プ
レ
ミ
ア
ム
付

　

飲
食
・
宿
泊

　
　
　
　

応
援

　
　
　

防
災
用
物
品
購
入

に
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
な
ど

が
あ
る
。
広
い
面
積
が
必

要
に
な
る
が
。

危
機
管
理
課
長　

今
後
の

避
難
所
は
11
カ
所
を
初
期

に
開
設
す
る
。
２
メ
ー
ト

ル
間
隔
で
収
容
す
る
と
６

２
０
区
画
に
な
る
。
平
成

29
年
の
台
風
の
と
き
に
避

難
し
た
人
数
は
６
０
０
人

程
度
だ
っ
た
。
職
員
だ
け

で
の
開
設
は
限
界
な
の
で
、

地
元
の
自
主
防
災
組
織
や

自
治
区
な
ど
に
協
力
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。

問 避
難
所
へ
の

　

コ
ロ
ナ
対
策

　
　
　

事
業
者
応
援
補
助

金
・
給
付
金
の
対
象
者
は

想
定
よ
り
少
な
く
、
予
算

が
余
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト

で
想
定
し
た
も
の
と
実
績

と
の
間
に
開
き
が
あ
っ
た

理
由
は
。

産
業
観
光
課
長　

ア
ン
ケ

ー
ト
時
点
で
は
２
２
０
件

を
想
定
し
て
い
た
が
、
実

際
９
月
23
日
時
点
で
は
40

件
と
な
っ
て
い
る
。

町
長　

事
業
実
施
の
中
、

給
付
金
の
執
行
が
少
な
い

問 余
っ
た
予
算
を

　

た
だ
ち
に
活
用

　
　
　

相
談
総
合
窓
口
と

は
。

健
康
推
進
課
長　

会
計
年

度
任
用
職
員
を
採
用
す
る
。

産
業
観
光
課
長　

週
１
回

専
門
家
に
来
て
も
ら
い
対

応
す
る
。

問 相
談
総
合
窓
口

　
　
　

ク
ー
ポ
ン
券
発
行

の
委
託
先
は
。

産
業
観
光
課
長　

前
回
に

引
き
続
き
商
工
会
に
委
託

し
た
い
。
地
域
経
済
発
展

の
た
め
、
登
録
事
業
所
が

増
加
す
る
よ
う
取
り
組
み

た
い
。

問

　
　
　

前
回
の
ク
ー
ポ
ン

券
配
布
で
の
総
括
は
。

産
業
観
光
課
長　

ク
ー
ポ

ン
券
の
活
用
は
大
型
店

86
・
５
％
、
小
型
店
13
・

５
％
。
大
型
店
に
偏
り
が

あ
る
の
で
、
小
型
店
で
の

利
用
促
進
を
図
る
よ
う
周

知
し
た
い
。

問

　
　
　

こ
の
ク
ー
ポ
ン
券

で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
も
対
応
で
き

る
よ
う
に
し
て
は
。

総
務
・
厚
生
担
当
参
事　

医
療
費
の
保
険
適
用
外
に

も
活
用
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
。
準
備
を
進
め
て
い

る
。

こ
と
が
早
い
段
階
で
分
か

っ
て
き
た
。
予
算
が
余
る

な
ら
と
次
の
対
策
を
協
議

し
た
。

問

ク
ー
ポ
ン
券
で

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
も
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議案審議

　
　
　
　

平
成
27
年
か
ら
始
ま
っ
た
妙
寺
団
地
の
建

　
　
　
　

替
工
事
は
第
３
期
に
入
り
、
今
年
度
は
３

　
　
　
　

月
末
ま
で
に
北
棟
15
戸
を
建
設
す
る
。
９

月
会
議
に
は
工
事
請
負
契
約
案
が
提
出
さ
れ
、
全
員

賛
成
で
可
決
し
た
。
北
棟
の
工
事
の
契
約
金
額
は
２

億
９
５
４
０
万
５
０
０
０
円
。
建
築
工
事
と
は
別
に

電
気
設
備
工
事
、
機
械
設
備
工
事
を
分
離
発
注
し
た
。

現
在
、
当
初
の
計
画
よ
り
工
期
は
１
年
程
度
遅
れ
て

い
る
。

概要

妙寺団地

３期工事契約決定

　
　
　

当
初
計
画
か
ら
遅

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

建
設
課
長　

今
年
３
期
の

建
て
替
え
を
行
い
、
来
年

以
降
４
期
の
建
築
建
て
替

え
を
行
う
予
定
。

問
　
　
　

地
元
説
明
会
を
早

急
に
行
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。
ま
た
、
半
年
間
と
い

う
期
間
と
な
る
。
通
学
路

に
か
か
る
の
で
安
全
対
策

を
万
全
に
お
願
い
し
た
い
。

建
設
課
長　

承
知
し
て
い

る
。 問

　
　
　

建
設
工
事
分
離
発

注
の
成
果
と
課
題
は
。

企
画
公
室
長　

全
体
の
設

計
額
５
０
０
０
万
円
以
上

で
、
そ
の
う
ち
機
械
設
備
、

電
気
設
備
工
事
額
が
８
０

０
万
円
以
上
が
要
件
。
分

離
発
注
で
町
内
業
者
へ
の

受
注
が
増
え
た
。

問
　
　
　

町
内
業
者
へ
の
受

注
の
機
会
を
増
や
す
た
め
、

業
者
選
定
の
要
件
を
見
直

し
て
は
。

町
長　

総
合
的
に
勘
案
し

た
い
。

問

　

衛
生
面
の
改
善
で
子
ど
も
の
友
達
を
快

く
呼
べ
る
事
を
喜
ん
で
い
ま
す
。
以
前
よ

り
災
害
に
強
い
建
物
で
安
心
感
が
あ
り
ま

す
。

 

長
年
苦
慮
し
た
浸
水
問
題
が
解
決
し
た

事
に
、
安
堵
し
て
い
る
。
新
設
に
よ
る
地

域
活
性
化
と
若
者
流
入
を
希
望
し
ま
す
。

議員の質問に対しての役職の方々の回答が机上の答弁が多く、審議が空回りしてい
る様に思われます。（70代男性）議会を傍聴して 6

完成イメージ図完成イメージ図完成イメージ図
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ギガスクール

自宅学習にもタブレット
概要

　
　
　

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使

っ
て
ど
の
よ
う
な
教
育
が

実
現
す
る
の
か
。

教
育
長　

一
人
一
人
の
個

性
に
合
わ
せ
た
教
育
の
実

現
。
子
ど
も
た
ち
の
個
性

や
能
力
を
存
分
に
発
揮
し

た
り
、
友
だ
ち
同
士
で
良

さ
を
共
有
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
。

問

　
　
　

県
に
よ
る
共
同
調

達
で
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

教
育
総
務
課
長　

２
７
０

０
万
円
の
費
用
削
減
と
２

年
間
保
証
。

問
　
　
　

モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ

ー
が
月
額
３
５
０
０
円
な

ら
ば
、
例
え
ば
低
所
得
の

ひ
と
り
親
家
庭
で
は
負
担

が
大
き
い
。
子
ど
も
の
貧

困
対
策
と
し
て
取
り
組
ん

で
は
。

教
育
総
務
課
長　

例
え
ば
、

就
学
援
助
世
帯
へ
の
通
信

費
の
支
援
の
必
要
性
に
つ

い
て
、
今
後
検
討
も
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
。

問

　
　
　
　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
を
実
施
す
る
た

　
　
　
　

め
の
工
事
と
し
て
、
町
内
小
中
学
校
の
校

　
　
　
　

内
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
工
事
２
９
４
８
万

円
の
契
約
案
と
、
児
童
・
生
徒
用
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ

ソ
コ
ン
を
購
入
す
る
契
約
案
４
８
６
７
万
９
１
８
０

円
が
提
出
さ
れ
全
員
賛
成
で
可
決
し
た
。
梁
瀬
小
学

校
は
携
帯
電
話
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
す
る
。
そ

れ
以
外
の
小
中
学
校
は
、
Ｗ
ｉ

Ｆ
ｉ
の
校
内
Ｌ
Ａ

Ｎ
を
設
置
し
て
、
校
内
ど
こ
で
も
無
線
で
タ
ブ
レ
ッ

ト
パ
ソ
コ
ン
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
と

と
も
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
同
士
の
通
信
も
で
き
る
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
は
、
県
内
の
22
市
町
村
が

県
に
購
入
を
委
託
し
た
も
の
で
、
本
町
は
１
０
８
２

台
を
購
入
す
る
。
自
宅
で
の
リ
モ
ー
ト
授
業
の
実
施

等
に
つ
い
て
は
、
Ｗ
ｉ

Ｆ
ｉ
設
備
が
な
い
家
庭
の

た
め
に
、
モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
を
２
０
４
台
購
入
す

る
。
通
信
事
情
の
悪
い
山
間
部
等
は
、
携
帯
電
話
通

信
網
の
活
用
も
検
討
す
る
。

ＧＩＧＡとは
Global and Innovation Gateway for Allの略。
文部科学省はGIGAスクールについて「多様な
子供たちを誰一人取り残すことのない公正に個
別最 適化された学びや創造性を育む学びにも寄
与するもの」と説明している。

　一人１台のタブレットがあると、ど
んな学習ができるか楽しみです。早く
タブレットを活用してみたいです。

大谷小学校児童会

　

多
様
な
子
ど
も
達
を
誰
一
人
取
り
残
す

こ
と
な
く
、
個
々
に
適
し
た
学
び
や
創
造

性
を
育
む
教
育
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待

し
ま
す
。

7
消費税が減税になると、皆喜ぶとは思いますが、今回のコロナ対策支援金等、大切
な財源がなくなる事の方が国難につながると思いました。（40代女性）議会を傍聴して

購入する、購入する、
脱着可能キーボード付き脱着可能キーボード付き
使いやすいタブレット使いやすいタブレット

購入する、
脱着可能キーボード付き
使いやすいタブレット



　
　
　
　

か
つ
ら
ぎ
町

　
　
　
　

土
地
開
発
公

　
　
　
　

社
解
散
に
伴

う
負
債
を
繰
り
上
げ
償

還
し
た
こ
と
に
よ
り
、

実
質
公
債
費
比
率
は

０
・
９
％
改
善
し
た
。

議会だよりかつらぎ
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９
月
会
議
の
補
正
予
算
は
、
地
方
交
付
税

　
　
　
　

の
決
定
と
昨
年
度
の
会
計
か
ら
の
繰
越
金

　
　
　
　

な
ど
が
決
定
し
予
算
化
さ
れ
た
。
そ
の
結

果
、
歳
入
で
は
、
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
を
１

億
６
９
０
０
万
円
減
額
し
、
歳
出
で
は
決
算
剰
余
金

の
半
分
１
億
４
１
０
０
万
円
を
財
政
調
整
基
金
に
積

み
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
財
政
調

整
基
金
の
残
高
は
、
当
初
予
算
時
の
４
億
４
９
３
１

万
９
０
０
０
円
か
ら
９
月
末
で
７
億
７
２
２
１
万
９

０
０
０
円
と
な
っ
た
。

概要

繰り上げ償還で

町財政は少し改善

　
　
　

経
常
収
支
比
率
が

１
０
０
％
を
切
っ
た
の
は
、

開
発
公
社
の
解
散
に
伴
う

第
三
セ
ク
タ
ー
等
改
革
推

進
債
を
繰
上
償
還
し
た
こ

と
に
よ
る
も
の
か
。

会
計
課
長　

そ
の
通
り
だ
。

問
　
　
　

本
町
の
実
質
公
債

費
比
率
の
目
標
値
は
。

会
計
課
長　

令
和
４
年
で

13
％
未
満
な
の
で
、
平
成

31
年
度
決
算
は
目
標
を
下

回
っ
て
い
る
。

問
　
　
　

実
質
公
債
費
比
率

を
抑
制
す
る
た
め
に
は
、

当
年
度
の
投
資
的
経
費
を

抑
制
す
べ
き
で
は
。

総
括
担
当
参
事　

起
債
事

業
の
抑
制
は
一
定
必
要
に

な
る
。

問

　
　
　

財
政
調
整
基
金
に

１
億
６
９
０
０
万
円
戻
し
、

さ
ら
に
昨
年
度
の
繰
り
越

し
に
２
億
８
１
５
７
万
５

０
０
０
円
を
積
ん
で
、
そ

の
う
ち
半
分
を
財
政
調
整

基
金
に
繰
り
入
れ
た
の
で
、

今
年
度
は
結
果
と
し
て
、

財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩

さ
な
い
よ
う
な
形
と
な
っ

た
と
い
う
こ
と
か
。

総
括
担
当
参
事　

繰
越
金

は
あ
く
ま
で
も
平
成
31
年

度
の
決
算
な
の
で
、
今
年

度
予
算
で
は
１
億
１
２
１

０
万
円
を
財
政
調
整
基
金

か
ら
取
り
崩
し
て
繰
り
入

問

れ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う

会
計
に
な
っ
て
い
る
。

小規模なこども園、かつらぎ町には必要だと考えます。（40代女性）議会を傍聴して 8

２件
7月会議（7/7）

補正予算

３件
10件
11件
１件
４件
３件
３件
２件
３件
８人

9月会議（9/1～28）
人 事
補正予算
決 算
選 挙
条 例
事件議決
契 約
意 見 書
諸 報 告
一般質問

７件
７月第2回会議（7/29）
選 挙

　

９
月
会
議
は
、
令
和
２
年
度
健
全
化
判
断
比
率
及

び
資
金
不
足
比
率
の
報
告
、
職
員
の
給
与
等
に
関
す

る
条
例
や
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
令
和

２
年
度
各
会
計
補
正
予
算
お
よ
び
平
成
31
年
度
各
会

計
決
算
認
定
等
が
上
程
さ
れ
、
議
案
は
可
決
、
決
算

認
定
は
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
し
審
査
す
る

こ
と
に
決
定
し
た
。

実
質
公
債
費
比
率
・

将
来
負
担
比
率
は
改
善

令
和
２
年
度
健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率
報
告

財
政
調
整
基
金
を
ど
う
見
る

一
般
会
計
補
正
予
算

報告

6億4266万4千円
3億9866万4千円
4億4931万9千円
4億1221万9千円
5億8121万9千円
7億2221万9千円

平成31年度(令和元年度)末
令和2年度当初（取り崩し）
令和2年度当初（積立）
令和2年4月～7月（取り崩し）
令和2年9月(決算残額繰入)
令和2年9月(決算残額積立)

―　　  
△2億4400万円
5065万5千円
△3710万円
1億6900万円
1億4100万円

基金の状況 増減額
財政調整基金（家庭での預金）の推移

残　額

旧開発公社造成用地旧開発公社造成用地
　　　　　　　　　　　（柏木地内）　　　　　　　　　　　（柏木地内）

旧開発公社造成用地
　　　　　　　　　　　（柏木地内）
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新
し
く
参
事
制
が

導
入
さ
れ
た
が
、
課
長
と

同
じ
「
６
級
」
と
同
列
に

な
っ
て
い
る
が
な
ぜ
か
。

総
務
課
長　

課
長
と
参
事

は
管
理
職
手
当
で
差
を
つ

け
て
い
る
。
課
長
４
万
円
、

参
事
５
万
円
、
総
括
担
当

参
事
は
６
万
円
だ
。

問

　
　
　

寄
附
金
控
除
の
対

象
と
な
れ
ば
、
住
民
税
は

減
額
さ
れ
る
。
そ
の
補
塡

は
あ
る
の
か
。

税
務
課
長　

今
の
と
こ
ろ

方
向
性
は
示
さ
れ
て
い
な

い
。 問 同

様
な
の
か
。

税
務
課
長　

町
独
自
の
も

の
で
中
止
し
た
も
の
は
な

い
。
国
が
指
定
し
た
も
の

を
準
用
す
る
。

9
以前あった町立幼稚園や保育所が１カ所ずつでも残ってくれていれば…と切に思う
ことがあります。（40代女性）議会を傍聴して

　
　
　
　

既
存
の
職
務
名
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、

　
　
　
　

新
た
な
職
務
名
を
追
加
し
て
、
職
務
を
明

　
　
　
　

確
に
し
た
。
令
和
３
年
４
月
１
日
施
行
。

概要
職
員
の
職
務
名
を
整
理

職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　

町
長
が
指
定
す
る

イ
ベ
ン
ト
は
ど
ん
な
も
の

問

が
あ
る
の
か
。
文
科
省
指

定
の
８
２
４
イ
ベ
ン
ト
と

　
　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
、
イ
ベ

　
　
　
　

ン
ト
の
中
止
が
相
次
い
だ
。
国
内
の
イ
ベ

　
　
　
　

ン
ト
で
、
チ
ケ
ッ
ト
の
払
い
戻
し
を
辞
退

し
た
場
合
、
寄
附
金
控
除
の
手
続
き
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
イ
ベ
ン
ト
の
対
象
期
間
は
令
和
２
年
２

月
１
日
〜
令
和
３
年
１
月
31
日
ま
で
。
寄
附
金
控
除

の
対
象
金
額
の
上
限
は
20
万
円
。
令
和
３
年
１
月
１

日
施
行
。

概要
中
止
の
チ
ケ
ッ
ト
代

　

寄
附
金
控
除
で
き
る

税
条
例
の
一
部
改
正

６級
５級
４級
３級
２級
１級

１．参事及び会計管理者 ２．課長 ３．主幹
１．課長補佐　２．副主幹
１．係長　　　２．主任
　主査
　副主査
１．主事　　　２．主事補

基準となる職務職務の級
等級別基準職務表

討 

論

討 

論

討 

論

　

給
付
金
と
も
呼
べ
る
対
策
で
、
飲
食
店
と
宿
泊
業
の

み
に
限
定
す
る
の
は
地
域
へ
の
公
平
性
を
欠
く
も
の
で

あ
り
、
全
事
業
者
の
痛
み
に
寄
り
添
う
支
援
へ
の
組
み

替
え
を
求
め
て
反
対
す
る
。

《
反
対
》
福
井
強
太
議
員

補正予算（７月・９月会議の合計額）

シ ビ ッ ク セ ン タ ー
国 民 健 康 保 険 事 業
国民健康保険天野診療所事業
後 期 高 齢 者 医 療 事 業
介 護 保 険 事 業
花園地域交流推進施設運営事業

６億９６６万８０００円
△７４０万００００円
４４８４万８０００円
１０万８０００円
４１１万９０００円

１億２８６３万４０００円
０円

△１４万００００円
４３０万2０００円
１６４万６０００円
△６６万８０００円

１３１億６１５２万６０００円
６３０５万４０００円

２６億１９０８万６０００円
９２９万００００円

５億８９７６万１０００円
２９億７０５５万３０００円
１億１４００万００００円
６億９８０万４０００円
７億６６５６万５０００円
７億３１８８万５０００円
８億４５８７万８０００円

特　

別　

会　

計

会　計　名 補　正　額 補正後の予算総額
一　　般　　会　　計

下水道事業会計
収益的・資本的収入
収益的・資本的支出

水道事業会計
収益的・資本的収入
収益的・資本的支出

賛否が分かれた議案(７月会議）

（注）新堀行雄議員は、議長のため採決には加わらない。　〇は賛成　×は反対

件　　名 議員名
結果

令和２年度かつらぎ町一般会
計補正予算（第５号）

福
井

松
岡

藤
本

小
林

溝
北

福
岡

氏
岡

浦
中

赤
阪

大
原

東
芝

宮
井

雑
賀

新
堀

×○○×○○○○○○○○○－
11対2で
可決

補
正
予
算（
７
月
会
議
）に
対
す
る
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議案審議

　　　　令和２年６月に公職選挙法の一部が改
　　　　正され、町長・町議会議員選挙に係る
　　　　選挙運動用の自動車使用料やポスター
作成費用等が、町での条例制定により選挙公営
の対象となった。

１．選挙運動用自動車の使用の公営
　　① 一般運送契約(ハイヤー契約）
　　② その他の契約
　　　レンタカー契約
　　　燃料供給の契約
　　　運転手雇用の契約
２．選挙運動用ビラ作成の公営
　　町長　５０００枚
　　町議会議員　１６００枚
３．選挙運動用ポスター作成の公営

概要

公職選挙法改正

町長・町議会議員選挙に公費導入

　
　
　

法
律
の
目
的
は
。

条
例
化
す
る
と
公
営
と
な

る
。
条
例
化
す
る
町
村
は

ど
れ
く
ら
い
あ
る
か
。

総
務
課
長　

候
補
者
の
な

り
手
不
足
の
解
消
が
目
的
。

県
内
の
ほ
と
ん
ど
の
町
村

は
導
入
予
定
。

問

　

税
金
を
使
う
以
上
節
約
し
て
ほ
し
い

が
、
選
挙
の
負
担
が
減
る
こ
と
で
、
女
性

や
若
い
世
代
が
出
馬
で
き
る
と
期
待
で
き

る
。

　

供
託
金
導
入
に
よ
り
立
候
補
の
乱
立
は

抑
制
さ
れ
る
が
、
公
営
対
象
拡
大
は
税
金

を
よ
り
多
く
使
用
。
有
権
者
は
関
心
を
持

つ
べ
き
。

適用期日：令和２年12月12日以降に告示される選挙から適用

10

今回の改正により、町議会議員選挙において供託金が導入された。

供託金
15万円

法定得票数
有効投票総数
選挙区の議員定数

１
４

× 以上

供託物没収点
有効投票総数
選挙区の議員定数

１
10

×

【町議会議員選挙】

選挙運動用自動車も公営対象に選挙運動用自動車も公営対象に選挙運動用自動車も公営対象に
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意見書

全員賛成で

国に意見書を提出

　

以
下
の
５
点
で
国
に
意
見
書
を

提
出
し
た
。

１
．
地
方
税
、
地
方
交
付
税
等
の

　

一
般
財
源
総
額
を
確
保
・
充
実

　

す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
臨
時
財

　

政
対
策
債
が
累
積
す
る
こ
と
の

　

な
い
よ
う
に
し
、
償
還
財
源
を

　

確
保
す
る
こ
と
。

２
．
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、

　

財
源
保
障
機
能
と
財
源
調
整
機

　

能
が
発
揮
で
き
る
よ
う
、
総
額

　

を
確
保
す
る
こ
と
。

３
．
令
和
２
年
度
、
地
方
税
収
の

　

大
幅
減
少
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、

　

減
収
補
填
措
置
を
講
ず
る
こ
と
、

　

減
収
補
填
債
の
対
象
税
目
に
つ

　

い
て
も
、
地
方
消
費
税
を
含
め

　

対
応
す
る
こ
と
。

４
．
税
収
が
安
定
的
な
地
方
税
体

　

系
の
構
築
に
努
め
る
と
と
も
に
、

　

国
税
・
地
方
税
の
政
策
税
制
に

　

つ
い
て
は
整
理
合
理
化
を
図
り
、

　

新
設
・
拡
充
・
継
続
に
つ
い
て

　

は
、
有
効
性
・
緊
急
性
等
を
厳

　

格
に
判
断
す
る
こ
と
。

５
．
固
定
資
産
税
は
、
制
度
の
根

　

幹
を
揺
る
が
す
見
直
し
は
断
じ

　

て
行
わ
な
い
こ
と
。
ま
た
、
新

　

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

　

策
と
し
て
講
じ
た
特
例
措
置
は
、

　

本
来
は
国
庫
補
助
金
等
で
対
応

　

す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
期
限
の

　

到
来
を
も
っ
て
確
実
に
終
了
す

　

る
こ
と
。

　

９
月
28
日
本
会
議
に
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
伴
う
地
方
財
政
の

急
激
な
悪
化
に
対
し
地
方
税
財
源
の
確
保
を

求
め
る
意
見
書
案
、
防
災
・
減
災
、
国
土
強

靭
化
対
策
と
地
域
経
済
復
興
に
向
け
た
社
会

資
本
整
備
の
更
な
る
推
進
を
求
め
る
意
見
書

案
が
提
出
さ
れ
、
全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
伴
う
地
方
財
政
の

急
激
な
悪
化
に
対
し
地
方
税
財

源
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書

コロナで減少する地方財源の確保を

　

以
下
の
３
点
で
国
に
意
見
書
を
提
出
し
た
。

１
．
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
の
た
め

　

の
３
か
年
緊
急
対
策
」
の
後
に
続
く
新
た

　

な
措
置
を
講
じ
、
必
要
な
予
算
を
安
定
的

　

に
別
枠
で
確
保
す
る
こ
と
。

２
．
今
回
の
３
か
年
緊
急
対
策
に
含
ま
れ
て

　

い
な
い
社
会
資
本
の
老
朽
化
対
策
に
つ
い

　

て
、
計
画
的
か
つ
着
実
な
取
り
組
み
を
推

　

進
す
る
よ
う
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

３
．
地
方
の
社
会
資
本
整
備
を
推
進
す
る
た

　

め
、
公
共
事
業
予
算
の
総
額
を
確
保
す
る

　

と
と
も
に
、
地
域
経
済
の
早
期
復
興
を
図

　

る
た
め
追
加
的
な
補
正
予
算
を
編
成
す
る

　

こ
と
。
そ
の
際
、
臨
時
交
付
金
に
よ
る
地

　

方
の
負
担
軽
減
策
を
講
ず
る
こ
と
。

地方の社会資本整備を推進するため
　

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
対
策
と

地
域
経
済
復
興
に
向
け
た
社
会
資
本
整

備
の
更
な
る
推
進
を
求
め
る
意
見
書国道480号各所で行われている国道480号各所で行われている

国土強靭化予算の工事国土強靭化予算の工事
国道480号各所で行われている
国土強靭化予算の工事
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肺に感染が広がったら怖いコロナウイルス肺に感染が広がったら怖いコロナウイルス肺に感染が広がったら怖いコロナウイルス
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諸報告

築100年以上になる大谷児童館

建て替え、移設が望まれる
三谷公民館

計画的改修を
公民館・児童館の

平成31年度

教育委員会
報告に
対する質疑

　

教
育
委
員
会
は
、
平
成
31
年
度
43
事
業
に
対
し
外

部
評
価
委
員
に
よ
る
評
価
を
行
い
「
教
育
に
関
す
る

事
務
の
管
理
及
び
執
行
状
況
の
点
検
及
び
評
価
に
関

す
る
報
告
」
を
議
会
に
提
出
し
た
。

　
　
　

総
合
教
育
会
議
で
、

町
長
と
教
育
行
政
の
方
向

性
の
共
有
に
努
め
、
連
携

を
深
め
て
い
る
と
あ
る
が
。

教
育
次
長　

歴
史
・
現
在

・
未
来
か
ら
学
ぶ
取
り
組

み
や
、
渋
田
小
か
ら
始
ま

っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク

ー
ル
等
教
育
委
員
会
の
取

り
組
み
状
況
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
し
た
。

る
と
認
識
し
て
い
る
。

問 町
長
と
教
育
委
員
会
の
連
携

　
　
　

外
部
評
価
委
員
の

担
当
分
野
は
。

教
育
次
長　

４
人
の
委
員

構
成
は
、
青
少
年
育
成
、

学
校
教
育
、
社
会
教
育
、

文
化
財
な
ど
の
知
識
や
経

験
を
持
つ
者
で
あ
る
。

問
　
　
　

子
ど
も
の
貧
困
対

策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

議
論
し
、
点
検
評
価
し
た

か
。

教
育
次
長　

さ
ま
ざ
ま
な

意
見
が
あ
り
、
就
学
援
助

や
子
育
て
支
援
な
ど
で
点

検
評
価
し
た
。

問 外
部
評
価
委
員
の
構
成

　
　
　

公
民
館
・
児
童
館

な
ど
の
改
修
に
つ
い
て
、

総
合
教
育
会
議
で
町
長
と

も
話
を
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
次
長　

町
全
体
を
考

え
、
取
り
組
む
必
要
が
あ

問

　
　
　

年
次
計
画
を
立
て

改
修
し
て
い
か
な
い
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　

今
年
度

中
に
策
定
し
た
い
。

問

公
民
館
・
児
童
館
の

　
　
　
　

改
修
に
つ
い
て

　
　

「
文
化
財
の
保
護
・

活
用
の
拠
点
と
な
る
施
設

の
整
備
」
を
と
い
う
評
価

委
員
か
ら
の
指
摘
に
ど
う

応
え
る
か
。

生
涯
学
習
課
長　

町
が
管

理
し
活
用
さ
れ
て
い
な
い

施
設
で
最
適
な
も
の
を
と

検
討
し
て
い
る
。

問 文
化
財
施
設
を

　
　
　

評
価
委
員
は
「
地

元
に
よ
る
公
園
の
管
理
は
、

少
子
高
齢
化
に
よ
り
困
難

に
な
っ
て
い
る
」
と
の
意

見
で
あ
る
。
廃
止
も
含
め

た
必
要
性
の
検
討
を
い
つ

頃
ま
で
に
行
い
、
継
続
・

廃
止
・
遊
具
の
取
り
換
え

等
を
決
め
る
か
。

生
涯
学
習
課
長　

現
在
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

て
お
り
、
結
果
を
見
て
具

体
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
児
童
公
園
の

　
　

運
営
は

12
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決算

単年度収支が
　　　改善する

　

平
成
31
年
度
一
般
会
計
と
６
事
業
特
別
会
計
、
水

道
事
業
会
計
お
よ
び
下
水
道
事
業
会
計
決
算
は
、
監

査
委
員
の
意
見
書
を
付
け
て
議
会
に
提
出
さ
れ
た
。

９
月
会
議
で
は
監
査
委
員
の
報
告
に
対
し
て
質
疑
が

行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
。

　
　
　

普
通
財
産
と
し
て
、

中
飯
降
用
地
１
３
９
２
・

49
㎡
寄
附
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
寄
附
に
対
す
る
基
準

は
あ
る
の
か
。

監
査
委
員　

現
在
基
準
は

あ
る
が
、
こ
の
時
点
で
は

な
い
。

監
査
委
員　

一
概
に
そ
れ

が
正
し
い
か
と
言
わ
れ
る

と
よ
く
分
か
ら
な
い
。
他

に
も
要
因
が
あ
っ
て
現
状

の
よ
う
な
会
計
に
な
っ
て

い
る
。

問 町
民
か
ら
の
寄
附
基
準

　
　
　

こ
の
一
年
間
の
財

政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し

額
は
積
立
額
の
２
倍
を
超

え
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
、

今
後
も
続
く
の
か
。

監
査
委
員　

近
年
、
毎
年

の
予
算
編
成
の
と
き
、
各

基
金
を
取
り
崩
し
な
が
ら

行
っ
て
い
る
状
況
。
今
後

も
続
く
と
思
わ
れ
る
。

問
　
　
　

実
質
収
支
だ
け
で

な
く
単
年
度
収
支
、
実
質

単
年
度
収
支
ま
で
視
野
に

問

入
れ
る
と
、
平
成
30
年
度

と
比
較
す
れ
ば
平
成
31
年

度
決
算
は
か
な
り
改
善
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

監
査
委
員　

改
善
し
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　

下
水
道
料
金
は
、

終
末
処
理
場
の
処
理
経
費

と
維
持
管
理
費
の
一
部
を

負
担
す
る
も
の
と
し
て
出

発
し
た
。
事
業
見
直
し
に

下
水
道
料
金
の
値
上
げ
が

含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

監
査
委
員　

下
水
道
料
金

で
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
と

る
の
は
無
理
。
た
だ
し
基

準
外
繰
入
は
減
ら
す
こ
と

が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

事
業
見
直
し
の
中
に
は
下

水
道
料
金
の
値
上
げ
と
い

う
考
え
方
は
入
っ
て
い
な

い
。

問

　
　
　

財
政
が
厳
し
く
な

っ
た
原
因
は
投
資
的
経
費

の
増
加
が
公
債
費
を
押
し

上
げ
た
こ
と
、
民
間
委
託

に
よ
っ
て
物
件
費
を
押
し

上
げ
た
こ
と
が
原
因
で
は

な
い
か
。

問

財
政
に
つ
い
て

平成31年度

監査委員
報告に
対する質疑

下
水
道
事
業
会
計
繰
出
金

公
営
企
業

特
別
会
計

　
　

「
診
療
内
容
充
実
等

の
努
力
を
否
定
す
る
も
の

で
は
な
い
」
と
あ
る
が
、

ど
う
い
う
意
味
か
。

監
査
委
員　

一
日
当
た
り

受
診
者
は
３
・
３
人
、
一

昨
年
ま
で
は
廃
止
の
方
向

で
検
討
す
る
よ
う
意
見
書

を
出
し
た
が
、
高
齢
化
も

進
み
、
ま
た
交
付
税
算
入

も
あ
り
安
易
に
廃
止
す
べ

き
で
な
い
と
考
え
た
。
地

域
の
方
の
意
見
を
聞
き
協

議
を
し
て
ほ
し
い
。

問 天
野
診
療
所
運
営

決
算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長　

大
原　

清
明

副
委
員
長　

浦
中　

隆
男

委　

員　

溝
北　

好
一

　

〃　
　

宮
井　

健
次

　

〃　
　

氏
岡　
　

誠

　

〃　
　

福
岡
久
二
子
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さらなる活用がのぞまれる伊都浄化センターさらなる活用がのぞまれる伊都浄化センターさらなる活用がのぞまれる伊都浄化センター



各
施
設
の
視
察

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　

バ
ス
の
再
編

　

７
月
22
日
委
員
会
開
催
。
花
園
地
域
振
興

施
設
お
よ
び
道
の
駅
の
現
場
視
察
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
再
編
を
調
査
し
た
。
９
月
３

日
委
員
会
開
催
。
笠
田
中
農
地
造
成
の
調
査
、

意
見
書
の
審
議
な
ど
を
行
っ
た
。

　

花
園
地
域
の
は
な
ぞ
の

温
泉
「
花
圃
の
里
」
、
北

寺
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
な

ど
９
施
設
を
視
察
。
施
設

は
町
直
営
、
指
定
管
理
、

民
間
等
へ
の
貸
付
に
よ
っ

て
運
営
さ
れ
、
観
光
な
ど

地
域
振
興
に
努
め
て
い
た
。

　

道
の
駅
「
万
葉
の
里
」

「
く
し
が
き
の
里
」
「
か

つ
ら
ぎ
西
」
を
視
察
し
、

「
万
葉
の
里
」
で
は
運
営

者
か
ら
状
況
の
説
明
を
受

け
た
。

　

来
年
度
に
向
け
地
域
公

共
交
通
は
、
現
在
の
天
野

コ
ー
ス
、
新
城
・
花
園
コ

ー
ス
を
継
続
し
、
四
郷
・

笠
田
西
部
・
河
南
西
・
河

南
東
・
妙
寺
ル
ー
ト
を
デ

マ
ン
ド
型
に
再
編
す
る
予

定
。
デ
マ
ン
ド
型
は
路
線

や
時
刻
を
固
定
の
う
え
予

約
の
み
運
行
す
る
。

　

笠
田
中
農
地
造
成
の
進

捗
状
況
を
調
査
し
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
伴
う
地
方
財
政

の
急
激
な
悪
化
に
対
し
地

方
税
財
源
の
確
保
を
求
め

る
意
見
書
を
審
議
し
た
。

今
後
２
年
間
の

　
　
　

調
査
研
究
方
針

　

９
月
４
日
委
員
会
開
催

　

委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
構

成
替
え
が
行
わ
れ
た
の
で
、

こ
れ
か
ら
２
年
間
ど
の
よ

う
な
テ
ー
マ
で
委
員
会
活

動
を
行
う
の
か
話
し
合
っ

た
。
委
員
会
の
守
備
範
囲

は
広
い
。
追
求
し
た
い
テ

ー
マ
で
あ
る
福
祉
や
医
療
、

　

定
例
会
と
呼
ば
れ
て
き

た
通
常
の
議
会
は
３
月
と

６
月
、
９
月
、
12
月
。
こ

れ
ら
の
月
の
委
員
会
で
は
、

所
管
事
務
調
査
や
請
願
、

陳
情
を
取
り
扱
い
、
委
員

会
独
自
の
テ
ー
マ
は
そ
れ

以
外
の
月
で
行
う
。
こ
の

２
年
間
は
政
策
提
言
ま
で

で
き
な
く
て
も
い
い
の
で
、

実
態
調
査
と
議
論
を
積
み

重
ね
る
こ
と
、
活
動
の
中

で
得
た
も
の
を
議
員
各
人

の
一
般
質
問
な
ど
に
生
か

す
こ
と
を
確
認
し
た
。
生

き
生
き
と
活
動
し
た
い
。

介
護
、
教
育
な
ど
の
中
で

紀
北
分
院
と
の
連
携
を
取

り
上
げ
る
こ
と
に
な
り
、

ま
ず
は
、
紀
北
分
院
に
出

し
て
い
る
補
助
金
を
中
心

に
本
町
の
取
り
組
み
や
認

識
か
ら
調
査
を
始
め
る
こ

と
に
な
っ
た
。

紀北分院との連携事業紀北分院との連携事業「健康講座」健康講座」紀北分院との連携事業「健康講座」

委員会報告
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議会だよりかつらぎ
2020.11.1　87号

宮 井 健 次 議員

なぜしない　信号機の設置合理化計画の公表
県に強く求めていく町 長

16

一般質問

　
　
　

平
成
31
年
３
月
14

日
「
信
号
機
の
設
置
の
合

理
化
計
画
の
さ
ら
な
る
推

進
に
つ
い
て
」
（
警
察
庁

交
通
局
長
名
）
指
示
文
書

が
出
て
い
る
。
そ
の
内
容

は
。

総
務
課
長　

平
成
31
年
度

か
ら
令
和
５
年
度
の
５
年

間
で
必
要
性
の
低
下
し
た

信
号
機
の
撤
去
、
ま
た
は

移
設
を
集
中
的
に
行
う
。

「
重
点
点
検
信
号
機
」
と

呼
ば
れ
る
、
設
置
し
続
け

る
合
理
性
が
低
く
な
っ
た

信
号
機
を
３
割
程
度
選
定

し
て
分
類
に
応
じ
て
撤
去

す
る
こ
と
だ
。

問

維
持
に
資
す
る
必
要
が
あ

る
も
の
の
、
情
勢
の
変
化

に
応
じ
令
和
５
年
度
末
ま

で
に
撤
去
の
可
否
判
断
を

検
討
す
る
（
通
学
路
上
の

信
号
機
が
該
当
す
る
）。

③
そ
れ
以
外
の
信
号
と
な

っ
て
い
る
。

　
　
　

①
の
ケ
ー
ス
は
、

本
町
に
あ
る
の
か
。

総
務
課
長　

現
状
、
信
号

問

　
　
　

最
近
、
中
飯
降
地

点
の
点
滅
信
号
が
な
く
な

っ
て
い
る
が
。

総
務
課
長　

現
状
で
は
な

い
と
答
え
た
の
は
、
す
で

に
中
飯
降
地
点
の
信
号
機

が
な
く
な
っ
て
い
る
の
で

そ
う
答
え
た
。

機
の
撤
去
は
妥
当
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
信
号
機
は

な
い
と
聞
い
て
い
る
。

問

　
　
　

総
務
課
長
は
、
こ

の
事
実
を
知
っ
て
い
た
の

か
。

総
務
課
長　

こ
の
信
号
機

の
撤
去
に
あ
た
り
、
事
前

相
談
は
な
い
。

問

　
　
　

少
な
く
と
も
令
和

元
年
12
月
末
ま
で
に
撤
去

計
画
は
作
成
さ
れ
て
い
る

は
ず
だ
。
公
表
し
な
い
の

は
も
っ
て
の
ほ
か
。
警
察

の
こ
の
よ
う
な
や
り
方
に

抗
議
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　

少
な
く
と
も
地
元

住
民
に
対
す
る
説
明
を
す

る
前
に
、
市
町
村
へ
の
協

議
が
必
要
だ
。
こ
の
件
に

関
し
て
は
、
今
後
県
に
対

し
て
強
く
求
め
て
い
く
。

問

　
　
　

か
つ
ら
ぎ
町
内
に

信
号
機
は
い
く
つ
あ
る
の

か
。

総
務
課
長　

48
機
と
聞
い

て
い
る
。

問

　
　
　

き
ち
ん
と
地
図
で

示
せ
る
か
。

総
務
課
長　

か
つ
ら
ぎ
署

に
聞
い
た
が
、
閲
覧
は
不

可
と
拒
否
さ
れ
た
。

問

　
　
　

そ
も
そ
も
３
月
14

日
の
通
達
文
書
は
、
い
つ

知
っ
た
の
か
。

建
設
課
長　

議
員
の
質
問

に
よ
っ
て
初
め
て
知
っ
た
。

総
務
課
長　

議
員
か
ら
示

さ
れ
る
ま
で
把
握
し
て
い

な
か
っ
た
。

問
　
　
　

い
つ
、
ど
う
い
う

手
段
で
こ
の
事
実
を
知
っ

た
の
か
。
具
体
的
に
町
当

局
に
文
書
等
で
案
内
が
き

た
の
か
。

建
設
課
長　

正
式
な
文
書

は
一
切
な
い
。
か
つ
ら
ぎ

署
か
ら
電
話
連
絡
で
立
ち

会
っ
た
。

問

　
　
　

分
類
に
応
じ
て
と

は
。

総
務
課
長　

①
現
状
で
撤

去
が
妥
当
。
②
現
状
で
は

問

　
　
　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
と

消
費
税
減
税
に
つ
い
て
。

避
難
所
と
な
る
小
・
中
学

校
体
育
館
に
空
調
設
備
の

設
置
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

そ
の
他

国道24号中飯降地内国道24号中飯降地内国道24号中飯降地内



議会だよりかつらぎ
2020.11.1　87号

東 芝 弘 明 議員

17

一般質問

町
は
医
師
会
と
連
携
し

　
　
　
　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

（写真はイメージです）

　
　
　

職
員
に
は
、
必
要

に
応
じ
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
。

町
長　

コ
ロ
ナ
の
疑
い
が

あ
る
人
に
検
査
を
す
る
の

が
県
の
方
針
。
10
月
以
降
、

動
き
が
出
て
く
る
。
状
況

を
注
視
し
な
が
ら
判
断
す

べ
き
。

問

　
　
　

町
の
相
談
総
合
窓

口
で
風
評
被
害
や
差
別
的

な
事
柄
に
つ
い
て
相
談
に

乗
り
、
解
決
す
る
努
力
を

行
う
べ
き
。

町
長　

ど
の
よ
う
な
対
応

が
可
能
な
の
か
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

問

　
　
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
流
行
期
に
備
え
、
医
師

会
と
協
議
を
し
、
新
型
コ

ロ
ナ
対
策
を
講
じ
る
必
要

が
あ
る
。

町
長　

県
の
医
師
会
は
、

伊
都
医
師
会
に
対
し
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
を
実
施
す
る
医
療

機
関
を
募
っ
て
い
る
。
10

月
を
め
ど
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

が
身
近
な
医
療
機
関
で
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
見

問

　
　
　

２
つ
の
園
の
日
常

を
見
れ
ば
、
３
つ
目
の
こ

ど
も
園
が
必
要
な
こ
と
は

誰
で
も
分
か
る
。
大
規
模

な
園
に
な
じ
め
な
い
子
、

発
達
の
緩
や
か
な
子
ど
も

が
い
る
。
小
規
模
園
が
必

要
だ
と
い
う
声
に
応
え
る

べ
き
だ
。

教
育
長　

も
う
一
つ
の
園

も
視
野
に
入
れ
て
研
究
す

べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
。

町
長　

国
基
準
の
面
積
に

よ
る
考
え
方
は
、
今
の
現

実
に
合
っ
て
い
な
い
。
定

数
を
オ
ー
バ
ー
し
て
い
る

点
は
、
改
善
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
小
規
模
園
も

視
野
に
入
れ
ど
う
改
善
し

て
い
く
か
。
対
応
を
前
向

き
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

問
　
　
　

ゼ
ロ
歳
児
の
子
ど

も
が
睡
眠
時
に
無
呼
吸
で

亡
く
な
っ
た
事
例
が
あ
る
。

そ
れ
以
後
、
５
分
お
き
に

呼
吸
状
態
を
保
育
士
が
記

録
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

三
谷
こ
ど
も
園
の
職
員
数

は
59
人
、
正
規
の
保
育
士

は
35
人
、
早
朝
と
延
長
保

育
の
た
め
の
保
育
士
、
保

育
室
に
フ
リ
ー
で
入
っ
て

い
る
保
育
士
も
い
る
。
多

く
の
保
育
士
を
雇
用
す
る

た
め
賃
金
が
抑
え
ら
れ
て

い
る
。
国
基
準
ど
お
り
で

保
育
は
で
き
な
い
。
こ
う

い
う
状
況
下
で
の
コ
ロ
ナ

対
策
は
ど
う
か
。

教
育
総
務
課
長　

多
く
の

知
恵
と
意
思
統
一
で
対
応

し
て
い
る
。

問

　
　
　

保
育
士
の
配
置
基

準
と
面
積
基
準
は
、
１
９

４
８
年
12
月
、
終
戦
の
３

年
後
に
決
め
ら
れ
た
。
当

時
の
報
告
書
に
は
「
持
た

ざ
る
日
本
の
最
低
基
準
」

と
書
い
て
あ
っ
た
。
現
状

は
過
密
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

三
谷
こ
ど
も
園

の
１
歳
、
３
歳
、
４
歳
、

５
歳
児
は
定
員
を
超
え
て

い
る
。
72
年
前
か
ら
随
分

状
況
も
変
わ
っ
て
い
る
が
、

決
め
ら
れ
た
点
か
ら
い
え

ば
国
基
準
が
基
準
に
な
る
。

問
　
　
　

国
基
準
で
子
ど
も

を
受
け
入
れ
た
ら
過
密
に

な
る
。
「
持
た
ざ
る
日
本

の
最
低
基
準
」
が
、
72
年

間
改
正
さ
れ
て
い
な
い
と

こ
ろ
に
最
大
の
問
題
が
あ

る
。
「
３
人
の
ゼ
ロ
歳
児

問

通
し
だ
。
橋
本
伊
都
医
師

会
と
話
を
し
て
い
く
。
協

議
を
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

３つ目のこども園が必要なのは誰でも分かる
小規模園も視野に入れ
　　対応を前向きに考える

町 長

を
保
育
士
１
人
で
見
る
の

は
無
理
」
だ
と
言
っ
て
い

る
。
な
ぜ
無
理
な
の
か
。

教
育
総
務
課
長　

ゼ
ロ
歳

児
は
手
が
か
か
る
か
ら
で

あ
る
。

３
つ
目
の

　

こ
ど
も
園
を
つ
く
っ
て



議会だよりかつらぎ
2020.11.1　87号

松 岡 宏 行 議員

18

一般質問

　
　
　

改
正
健
康
増
進
法

に
よ
る
対
応
は
。

総
務
課
長　

行
政
庁
舎
を

含
む
学
校
、
病
院
、
児
童

福
祉
施
設
等
が
敷
地
内
禁

煙
。
本
町
は
例
外
措
置
の

特
定
屋
外
喫
煙
場
所
を
設

け
て
い
る
。

問

　
　
　

庁
舎
の
喫
煙
場
所

を
中
庭
の
プ
レ
ハ
ブ
横
か

ら
変
更
し
た
理
由
は
。

総
務
・
厚
生
担
当
参
事　

住
民
、
職
員
が
通
行
す
る

の
で
受
動
喫
煙
防
止
の
観

点
か
ら
南
別
館
の
南
に
変

更
し
た
。

問

　
　
　

三
次
喫
煙
対
策
は
。

町
長　

対
策
は
必
要
で
あ

る
が
、
今
後
の
課
題
。

認
め
合
い
な
が
ら
、
受
動

喫
煙
と
な
ら
な
い
よ
う
取

り
組
む
こ
と
が
一
番
公
平

で
平
等
な
取
り
組
み
で
あ

る
。

問
　
　
　

喫
煙
者
と
吸
わ
な

い
人
と
の
労
働
時
間
が
大

き
い
の
で
は
。

総
務
・
厚
生
担
当
参
事　

職
員
の
勤
務
時
間
中
の
喫

煙
は
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
な

ど
と
同
様
に
心
身
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
を
図
る
た
め
に

必
要
。

町
長　

喫
煙
は
ス
ト
レ
ッ

チ
や
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
な

ど
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
同

等
の
行
為
。

問

　
　
　

紀
の
川
市
は
庁
舎

新
築
に
伴
い
、
地
方
公
共

団
体
が
民
間
の
模
範
と
な

る
べ
く
、
率
先
し
て
敷
地

内
禁
煙
に
取
り
組
ん
だ
。

本
町
も
取
り
組
ん
で
は
。

町
長　

法
律
で
喫
煙
が
禁

じ
ら
れ
て
い
な
い
以
上
、

た
ば
こ
を
吸
う
権
利
が
あ

る
。
特
定
屋
外
喫
煙
場
所

を
確
保
す
る
こ
と
で
、
喫

煙
者
と
禁
煙
者
を
認
め
合

い
、
共
生
す
べ
き
。

問

問

　
　
　

例
え
ば
、
１
本
喫

煙
す
る
の
に
５
分
で
一
日

５
回
と
す
れ
ば
年
間
で
10

日
を
超
え
、
時
間
の
ロ
ス

と
な
る
。
何
年
も
す
る
と

大
変
な
日
数
。
健
康
増
進

法
の
今
後
の
流
れ
を
考
え

れ
ば
、
公
共
施
設
の
敷
地

内
完
全
禁
煙
は
時
間
の
問

題
。
町
民
の
健
康
増
進
、

民
間
企
業
の
見
本
と
な
る

よ
う
公
共
施
設
の
敷
地
内

禁
煙
に
取
り
組
ん
で
は
。

町
長　

す
べ
て
の
方
々
に

基
本
的
な
人
権
が
あ
る
よ

う
喫
煙
を
否
定
す
る
法
律

が
な
い
以
上
、
お
互
い
が

問

　
　
　

日
本
医
師
会
は
、

た
ば
こ
に
よ
る
害
の
損
失

は
病
気
、
介
護
、
火
災
な

ど
で
年
間
２
兆
５
０
０
億

円
と
推
計
し
、
新
た
な
健

康
被
害
を
提
起
し
て
い
る
。

喫
煙
す
る
こ
と
を
一
次
喫

煙
、
煙
を
吸
う
こ
と
を
二

次
喫
煙
、
三
次
喫
煙
と
は
。

健
康
推
進
課
長　

喫
煙
者

の
服
や
髪
に
つ
い
た
ガ
ス

状
の
有
害
物
質
を
吸
う
こ

と
。 問

　
　
　
　
　

魅
力
あ
る
観

光
地
域
づ
く
り
は
、
本
町

へ
の
年
間
１
４
０
万
人
の

観
光
客
に
対
し
て
、
世
界

遺
産
な
ど
の
資
源
を
活
用

し
て
観
光
客
の
満
足
度
を

あ
げ
、
単
価
の
高
い
観
光

客
を
目
指
す
に
は
、
案
内

看
板
、
多
言
語
対
応
、
二

次
交
通
、
宿
泊
施
設
、
駐

車
場
な
ど
の
条
件
整
備
が

必
要
。
観
光
資
源
と
ぶ
ど

う
・
桃
・
串
柿
な
ど
の
果

樹
、
初
桜
酒
造
な
ど
と
連

携
さ
せ
る
稼
ぐ
戦
略
を
提

案
し
た
。

そ
の
他

民間企業の見本となるよう公共施設敷地内禁煙を
たばこを吸う権利がある
　特定屋外喫煙場所を確保する

町 長

　
　
　

喫
煙
云
々
を
言
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
。
喫

煙
は
本
人
の
自
覚
。
三
次

喫
煙
な
ど
で
町
民
に
健
康

被
害
を
及
ぼ
す
の
で
あ
れ

ば
、
公
共
施
設
の
敷
地
内

は
禁
煙
す
べ
き
。
町
長
と

平
行
線
な
の
で
改
め
て
議

論
し
た
い
。

う
ん
ぬ
ん
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一般質問

超
過
料
金

営
業
兼
用
家
庭
料
金

　
　
　
　

の
見
直
し

　
　
　

家
庭
用
平
均
月
使

用
量
は
17
㎥
、
営
業
用
は

62
㎥
。
口
径
別
で
は
、
13

㎜
が
19
㎥
、
20
㎜
が
57
㎥
、

25
㎜
が
75
㎥
、
40
㎜
が
３

０
２
㎥
だ
。
町
は
、
用
途

別
料
金
体
系
で
あ
る
が
13

㎜
の
営
業
用
は
不
公
平
だ
。

同
じ
口
径
の
水
を
使
う
の

に
使
い
道
に
よ
っ
て
料
金

が
変
わ
る
の
は
お
か
し
い
。

そ
こ
で
、
水
道
管
に
か
か

る
負
荷
に
対
し
て
の
口
径

別
料
金
体
系
を
提
案
す
る
。

町
長　

こ
れ
は
、
税
の
負

担
の
公
平
性
と
似
て
い
る
。

現
状
は
、
用
途
別
で
や
っ

て
い
る
の
で
家
庭
用
は
当

然
営
業
用
よ
り
も
安
い
負

担
と
な
っ
て
い
る
。
口
径

別
に
移
行
す
れ
ば
、
同
じ

口
径
の
営
業
所
と
同
じ
に

な
る
、
そ
れ
も
ま
た
負
担

の
公
平
性
に
少
し
問
題
が

生
じ
る
。
こ
れ
に
関
し
て

は
、
長
い
期
間
の
中
で
状

況
を
見
な
が
ら
判
断
し
考

え
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

問

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染

予
防
に
よ
る
手
洗
い
、
う

が
い
等
で
平
均
３
㎥
増
加

し
て
い
る
と
、
町
民
か
ら

聞
く
が
実
際
の
と
こ
ろ
は
。

上
下
水
道
課
長　

実
際
私

た
ち
も
気
に
な
り
調
査
し

た
。
１
カ
月
の
平
均
で
一

番
多
か
っ
た
月
で
０
・
７

㎥
で
１
㎥
に
も
満
た
な
い

と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。

問
　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
に
よ
る
生
活
困
窮
者
、

営
業
難
事
業
者
へ
の
水
道

使
用
量
80
％
軽
減
を
実
施

し
た
結
果
は
。

上
下
水
道
課
長　

申
請
受

付
は
12
月
28
日
ま
で
あ
る
。

問

９
月
現
在
69
件
の
申
請
が

あ
っ
た
。

口径別水道料金体系への移行を
状況を見ながら判断し考えていく町 長

　
　
　

思
っ
て
い
た
よ
り

使
用
水
量
も
ま
た
、
減
免

申
請
も
少
な
い
の
は
、
使

用
水
量
の
80
％
の
軽
減
で

あ
る
が
基
本
料
金
内
の
人

は
、
減
免
さ
れ
な
い
た
め

だ
。

　

提
案
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

支
援
と
し
て
、
15
㎥
ま
で

の
人
は
超
過
料
金
を
１
９

４
円
か
ら
１
３
５
円
に
し

て
は
ど
う
か
。
さ
ら
に
、

経
営
難
の
営
業
兼
用
家
庭

は
、
主
に
家
庭
用
に
水
を

使
っ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

同
じ
水
を
使
っ
て
い
る
の

に
料
金
が
違
う
不
公
平
感

を
持
ち
続
け
て
い
る
。
家

庭
用
料
金
に
で
き
な
い
か
。

企
画
公
室
長　

新
型
コ
ロ

ナ
感
染
対
策
の
支
援
に
係

る
考
え
方
は
、
感
染
拡
大

の
影
響
に
よ
る
生
活
困
窮

ま
た
は
、
経
営
難
の
個
人

や
事
業
者
を
支
援
す
る
と

い
う
考
え
方
を
基
本
に
検

討
を
行
っ
た
。

問

口
径
別
料
金
体
系

　
　
　
　

へ
移
行

　
　
　
　
　

大
半
が
生
活

水
で
あ
る
営
業
所
を
救
う

手
立
て
の
一
つ
と
し
て
の

ま
と
め

口
径
別
料
金
体
系
の
検
討

を
。
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一般質問

　
　
　

災
害
は
や
っ
て
く

る
か
も
で
は
な
く
、
必
ず

や
っ
て
く
る
。
そ
の
た
め

防
災
減
災
対
策
は
最
大
限

の
準
備
を
し
て
お
く
と
の

考
え
は
。

町
長　

で
き
る
準
備
を
確

実
に
行
っ
て
い
く
こ
と
が

必
要
。
備
え
る
の
は
当
然

で
あ
る
。

問
　
　
　

自
主
防
災
組
織
の

位
置
づ
け
、
目
的
、
結
成

時
期
、
組
織
数
は
。

危
機
管
理
課
長　

災
害
対

策
基
本
法
で
市
町
村
の
責

務
と
し
て
、
組
織
の
充
実

を
図
り
、
育
成
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。
自
分
た

ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で

守
る
こ
と
が
基
本
的
な
目

的
で
あ
り
、
平
成
16
年
か

ら
平
成
21
年
に
か
け
て
結

問

　
　
　

住
民
の
高
齢
化
に

よ
り
組
織
に
入
れ
な
い
人

な
ど
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

区
役
員
が
そ
の
ま
ま
組
織

の
役
員
に
な
る
。

毎
年
変
わ
る
リ
ー

ダ
ー
で
は
組
織
の

活
性
化
が
望
め
な

い
。
中
心
的
な
担

い
手
と
な
る
地
域

防
災
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
が
必
要
。
リ

ー
ダ
ー
養
成
講
座

は
実
施
し
て
き
た

の
か
。

危
機
管
理
課
長　

実
施
実
績
は
な
い
。

今
後
各
地
区
や
組

織
か
ら
候
補
者
を

推
薦
し
て
も
ら
い
、

問
　
　
　

私
の
居
住
地
域
に

も
自
主
防
災
組
織
は
あ
る

が
、
毎
年
区
の
役
員
・
班

員
が
変
わ
り
、
名
簿
だ
け

出
し
て
お
け
ば
よ
い
と
い

っ
た
感
じ
で
組
織
は
形
だ

け
に
な
っ
て
い
た
。
他
の

組
織
も
同
様
か
。
積
極
的

に
活
動
し
て
い
る
組
織
は

何
組
織
か
。

危
機
管
理
課
長　

他
地
区

も
同
様
と
考
え
る
。
２
〜

３
地
区
程
度
で
あ
る
。

成
さ
れ
た
。
現
在
68
組
織

で
町
内
全
域
に
あ
る
。

問
　
　
　

自
主
防
災
組
織
を

立
ち
上
げ
防
災
機
材
補
助

を
し
て
終
わ
り
で
は
だ
め

だ
。
組
織
を
活
用
・
活
性

化
し
、
い
か
に
防
災
力
を

高
め
る
か
が
重
要
だ
。

町
長　

地
域
防
災
計
画
の

内
容
と
現
状
に
大
き
な
開

き
が
あ
り
、
早
急
に
改
善

が
必
要
だ
。

問

　
　
　

自
主
防
災
組
織
は

本
当
に
大
切
な
組
織
で
あ

る
。
行
政
が
き
っ
ち
り
と

指
導
し
機
能
す
れ
ば
、
自

助
・
共
助
は
任
せ
ら
れ
る
。

公
助
は
他
方
面
に
力
を
発

揮
で
き
る
。
行
政
が
担
う

避
難
所
運
営
も
任
せ
ら
れ
、

役
場
の
力
を
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
で
き
る
。

町
長　

も
っ
と
も
で
あ
る
。

住
民
が
自
分
ご
と
と
し
て

捉
え
て
も
ら
う
取
り
組
み

が
必
要
。
組
織
化
さ
れ
た

問

自主防災組織を活性化し
　防災力を高めることが重要

計画と現状に開き　早急な改善必要町 長

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
行
政
を

補
完
す
る
役
割
を
果
た
す

こ
と
か
ら
、
組
織
が
機
能

す
る
よ
う
働
き
か
け
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
組
織
が

活
発
に
活
動
で
き
る
よ
う

道
筋
を
つ
け
て
い
く
の
が

行
政
の
役
割
だ
。

と
考
え
る
が
。

企
画
公
室
長　

協
働
の
ま

ち
づ
く
り
の
一
環
で
あ
る

と
考
え
る
。

養
成
講
座
を
実
施
し
た
い
。

　
　
　

協
働
の
ま
ち
づ
く

り
の
地
区
担
当
職
員
が
、

自
主
防
災
組
織
の
活
性
化

に
向
け
て
関
わ
っ
て
い
く

こ
と
は
、
住
民
自
治
意
識

の
高
揚
を
図
る
意
味
で
ま

ち
づ
く
り
の
一
環
で
あ
る

問

　
　
　

自
主
防
災
組
織
に

関
わ
る
こ
と
で
職
員
の
防

災
意
識
が
高
ま
り
、
住
民

と
職
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
深
く
な
り
よ
り

効
果
が
あ
る
の
で
は
。

町
長　

組
織
の
活
性
化
に

道
筋
を
つ
け
る
た
め
、
職

員
が
協
力
す
る
の
は
当
然

で
、
そ
う
な
る
よ
う
努
力

す
る
。

問
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一般質問

　
　
　

町
内
25
自
治
区
で

町
掌
握
40
カ
所
防
災
倉
庫

が
あ
る
が
実
態
の
掌
握
は
。

危
機
管
理
課
長　

地
区
別

は
把
握
し
て
い
る
が
詳
細

は
掌
握
し
て
い
な
い
。

問
　
　
　

未
配
置
地
区
が
な

い
か
掌
握
が
必
要
で
は
。

危
機
管
理
課
長　

各
自
治

区
自
主
防
災
の
協
力
を
得

て
調
査
を
行
う
。

問

　
　
　

初
期
災
害
発
生
時

町
内
会
集
会
所
が
最
初
の

避
難
所
で
は
な
い
か
。

危
機
管
理
課
長　

一
時
避

難
場
所
と
し
て
最
適
。

問

　
　
　

行
政
の
仕
事
は
災

害
ま
で
に
あ
ら
ゆ
る
事
を

想
定
し
訓
練
、
準
備
。
町

民
に
対
し
指
導
育
成
が
仕

事
で
は
。

町
長　

災
害
時
ど
の
よ
う

な
対
応
が
で
き
る
か
は
準

備
に
尽
き
る
。
準
備
が
地

域
に
お
い
て
他
人
ご
と
で

な
く
自
分
た
ち
の
こ
と
と

認
識
が
大
切
、
そ
れ
を
お

手
伝
い
す
る
こ
と
が
行
政
。

問

　
　
　

備
蓄
資
材
の
役
割

分
担
が
必
要
で
は
。

町
長　

家
庭
が
準
備
で
き

る
も
の
、
防
災
倉
庫
で
準

備
で
き
る
も
の
、
避
難
所

で
準
備
す
る
も
の
。
想
定

を
行
い
分
散
が
必
要
か
と
。

問
　
　
　

町
長
が
考
え
る
わ

が
町
の
防
災
と
は
。

町
長　

住
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
の
か
行
政
の
役

割
。
住
民
と
一
体
と
な
っ

て
こ
と
に
当
た
れ
る
よ
う

な
仕
組
み
が
必
要
。
全
職

員
一
丸
と
な
っ
て
町
民
と

一
緒
に
考
え
て
い
く
。

問

　
　
　

あ
る
町
で
は
、
防

災
倉
庫
・
集
会
所
・
避
難

所
兼
公
民
館
に
必
要
最
低

備
品
の
一
覧
を
区
分
け
し

問

　
　
　

防
災
倉
庫
は
有
効

な
町
の
財
産
で
あ
る
。
長

年
の
蓄
積
。
防
災
に
必
要

な
機
材
。
う
ま
く
活
用
す

れ
ば
危
険
災
害
を
緩
和
で

き
る
。
道
具
資
材
の
活
用

は
、
日
々
の
訓
練
で
安
全

確
保
の
上
対
応
が
必
要
か

と
。

建
設
・
産
業
担
当
参
事　

災
害
時
ど
こ
ま
で
対
応
可

能
か
は
、
自
治
区
防
災
組

織
の
日
頃
か
ら
の
訓
練
が

要
。
訓
練
は
消
防
団
と
協

議
を
行
い
進
め
る
。

問

　
　
　

危
険
事
態
が
近
づ

く
と
区
内
で
連
絡
、
防
災

倉
庫
を
活
用
し
ス
コ
ッ
プ

つ
る
は
し
等
で
危
険
発
生

兆
候
場
所
へ
、
土
木
対
策

作
業
へ
出
動
が
現
状
と
考

え
る
が
。

総
務
・
厚
生
担
当
参
事　

地
元
の
方
々
が
防
災
倉
庫

内
部
備
品
の
掌
握
そ
し
て

活
用
訓
練
が
必
要
か
と
。

問

　
　
　

防
災
倉
庫
の
活
用

実
態
と
内
部
備
品
の
掌
握

は
。

危
機
管
理
課
長　

町
か
ら

の
補
助
以
外
は
未
掌
握
。

活
用
実
態
も
同
じ
だ
。

問
　
　
　

隣
市
で
は
全
地
区

に
防
災
倉
庫
を
設
置
し
災

害
発
生
時
・
避
難
時
、
誰

で
も
必
要
時
、
使
用
で
き

る
よ
う
に
し
た
。
命
を
守

る
た
め
に
最
低
限
必
要
な

物
資
・
道
具
類
を
備
え
た
。

本
町
も
必
要
か
と
。

危
機
管
理
課
長　

避
難
所

運
営
は
、
今
後
自
主
防
災

等
で
運
営
を
願
う
。
防
災

備
品
も
検
討
が
必
要
だ
。

総
務
・
厚
生
担
当
参
事　

隣
市
防
災
倉
庫
は
市
が
所

有
、
本
町
は
町
内
会
が
所

有
、
内
部
備
品
も
各
地
で

必
要
な
も
の
を
設
置
。

問

町
も
備
品
の
掌
握
が
必
要
。

て
活
用
管
理
し
て
い
る
。

本
町
も
必
要
で
は
。

総
務
・
厚
生
担
当
参
事　

防
災
倉
庫
と
避
難
所
が
連

動
す
る
。
有
効
な
手
段
で

あ
る
。

町内会所有防災倉庫さらなる活用を
家庭・防災倉庫・避難所の
　備蓄資材役割分散を

町 長

大薮自主防災組織所有・集会所隣接の防災倉庫
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森林環境譲与税の配分見直しは
しっかり見据えた上進める町 長

避
難
所
で
の
コ
ロ
ナ
禍
対
策
は

22

一般質問

　
　
　

本
町
の
森
林
面
積

は
９
９
０
８
ha
、
森
林
の

実
態
を
ど
う
認
識
し
て
い

る
か
。

産
業
観
光
課
長　

人
工
林

が
77
・
４
％
と
多
く
、
未

手
入
れ
の
ま
ま
長
く
放
置

さ
れ
て
い
る
。
比
較
的
急

峻
な
地
形
が
多
く
、
伐
採

を
し
て
も
不
採
算
と
な
る

よ
う
な
現
状
で
あ
る
。

問

　
　
　

森
林
組
合
へ
の
支

援
は
。

町
長　

山
林
の
管
理
は
森

林
組
合
に
委
託
を
す
る
こ

と
に
な
る
。
し
っ
か
り
と

話
し
合
い
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
。

問

　
　
　

山
林
を
多
く
抱
え

て
い
る
地
域
に
譲
与
税
を

多
く
配
分
す
る
よ
う
、
国

や
県
に
働
き
か
け
る
意
思

が
あ
る
か
。

町
長　

本
町
も
森
林
が
多

い
の
で
、
当
然
な
が
ら
し

っ
か
り
と
見
据
え
た
上
で

進
め
て
い
き
た
い
。

問

　
　
　

避
難
所
で
の
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
は
。

危
機
管
理
課
長　

受
付
時

に
検
温
や
問
診
、
手
指
消

毒
の
徹
底
を
す
る
。
避
難

者
個
々
の
ス
ペ
ー
ス
を
従

前
よ
り
拡
大
し
、
間
仕
切

り
等
の
設
置
を
予
定
し
て

い
る
。
間
仕
切
り
は
以
前

か
ら
町
が
保
有
し
て
い
た

約
２
０
０
０
セ
ッ
ト
と
、

県
か
ら
の
支
給
２
１
０
０

セ
ッ
ト
を
現
在
備
蓄
し
て

い
る
。

問

　
　
　

コ
ロ
ナ
指
定
避
難

所
は
。

危
機
管
理
課
長　

発
熱
者

専
用
避
難
所
は
、
保
健
セ

ン
タ
ー
の
指
定
で
開
設
予

定
で
あ
る
。

問
　
　
　

本
町
の
避
難
所
で

十
分
に
対
応
で
き
る
の
か
。

町
長　

地
域
と
町
と
の
連

携
を
す
る
こ
と
で
、
避
難

所
運
営
に
つ
い
て
も
十
分

な
体
制
に
近
づ
い
て
い
く

と
考
え
て
い
る
。

問

　
　
　

意
向
調
査
を
実
施

す
れ
ば
、
多
く
の
森
林
所

有
者
か
ら
経
営
や
管
理
の

委
託
の
要
望
が
出
て
く
る

と
思
う
が
。

町
長　

自
分
で
管
理
す
る

こ
と
が
不
可
能
な
所
有
者

が
多
い
と
認
識
し
て
い
る
。

問
　
　
　

平
成
31
年
３
月
森

林
環
境
税
、
森
林
環
境
譲

与
税
が
創
設
さ
れ
た
。
こ

の
税
は
民
間
が
管
理
し
て

も
採
算
が
取
れ
な
い
森
林

や
、
担
い
手
が
い
な
い
森

林
を
市
町
村
が
管
理
す
る

財
源
と
し
て
い
る
。
人
口

に
対
す
る
配
分
を
30
％
と

し
て
い
る
こ
と
で
、
森
林

が
少
な
い
都
市
部
に
多
く

配
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

ど
う
思
っ
て
い
る
か
。

町
長　

当
然
疑
問
に
感
じ

る
と
こ
ろ
は
多
い
。
制
度

そ
の
も
の
が
こ
う
な
っ
て

い
る
以
上
、
人
口
割
の
多

い
と
こ
ろ
で
本
町
の
森
林

を
使
っ
て
も
ら
え
る
取
り

組
み
を
進
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

問
　
　
　

森
林
管
理
意
向
調

査
の
状
況
は
。

産
業
観
光
課
長　

平
成
31

年
度
に
滝
、
東
谷
、
短
野

地
区
の
一
部
で
実
施
し
た
。

約
７
割
の
人
が
「
町
に
経

営
や
管
理
を
委
ね
る
こ
と

を
検
討
し
た
い
」
と
の
回

答
で
あ
っ
た
。

問

　
　
　

本
町
の
森
林
整
備

に
、
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
森
林
組
合
の
現

状
を
ど
う
認
識
し
て
い
る

か
。

町
長　

担
い
手
が
不
足
す

る
な
ど
、
決
し
て
明
る
い

見
通
し
が
あ
る
と
は
思
っ

て
い
な
い
。

問

避難所で間仕切りを配置（危機管理課）



議会だよりかつらぎ
2020.11.1　87号

福岡久二子 議員

２3

一般質問

　
　
　

ま
ず
、
町
役
場
で

働
く
職
員
に
つ
い
て
。

「
特
定
事
業
主
行
動
計

画
」
策
定
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
の

数
値
に
つ
い
て
説
明
を
。

総
務
課
長　

平
成
31
年
度

で
、
男
性
職
員
の
配
偶
者

出
産
休
暇
の
取
得
率
は
１

問

計
画
に
課
長
級
も
目
標
と

し
て
載
せ
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
か
。

総
務
・
厚
生
担
当
参
事　

女
性
の
課
長
を
登
用
し
て
、

政
策
の
意
思
決
定
過
程
に

女
性
の
視
点
を
反
映
し
た

い
と
常
々
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
課
長
に
と
い
う

打
診
は
積
極
的
に
し
て
い

る
も
の
の
、
女
性
職
員
か

ら
断
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
多

く
、
実
現
し
て
い
な
い
。

議
会
へ
出
席
し
て
答
弁
す

る
こ
と
へ
の
抵
抗
感
も
語

ら
れ
る
。

町
長　

な
ぜ
そ
う
な
る
の

か
と
い
う
こ
と
も
考
え
な

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

年
功
序
列
の
弊
害
も
。
長

　
　
　

課
長
補
佐
級
は
こ

の
計
画
に
は
載
っ
て
い
な

い
が
、
か
つ
ら
ぎ
町
の
実

態
は
女
性
割
合
47
・
１
％

と
、
非
常
に
高
い
。
一
方
、

課
長
級
は
０
％
。
今
後
の

問

　
　
　

次
に
、
町
の
「
男

女
共
同
参
画
基
本
計
画
」

に
あ
る
目
標
に
つ
い
て
実

績
と
評
価
を
。

生
涯
学
習
課
長　

女
性
登

用
の
比
率
は
、
法
律
等
に

基
づ
く
委
員
会
６
・
８
％
、

審
議
会
23
・
８
％
で
、
増

加
傾
向
だ
が
目
標
の
38
％

に
は
届
い
て
い
な
い
。

問 期
的
な
展
望
に
立
っ
て
、

女
性
職
員
も
課
長
に
な
っ

て
い
く
の
だ
、
と
い
う
思

い
を
持
て
る
よ
う
な
環
境

づ
く
り
が
必
要
。
女
性
の

管
理
職
登
用
は
必
要
と
強

く
思
っ
て
お
り
、
そ
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

世界経済フォーラムによる
（日本は過去最低を更新した）

管理職への女性の登用は
必要だと強く思っている町 長

子
ど
も
の
頃
の
学
び
が
大
切

　
　
　

教
育
分
野
で
は
、

学
校
で
こ
の
春
か
ら
男
女

混
合
名
簿
に
な
っ
た
と
聞

い
た
が
。

教
育
総
務
課
長　

男
女
平

等
の
視
点
に
立
っ
た
学
校

内
の
慣
例
の
見
直
し
の
一

つ
と
し
て
、
男
女
別
の
児

童
生
徒
名
簿
が
あ
る
。
今

年
度
か
ら
町
内
す
べ
て
の

小
中
学
校
で
混
合
名
簿
を

使
用
し
て
い
る
。

問
　
　
　

学
校
教
育
で
は
、

男
女
共
同
に
つ
い
て
、
ど

う
い
う
考
え
方
を
大
事
に

し
た
い
か
。

教
育
長　

男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
に
は
、
子
ど

も
の
頃
の
教
育
と
学
習
は

た
い
へ
ん
大
事
で
、
発
達

段
階
に
応
じ
て
、
男
女
平

等
や
お
互
い
の
理
解
と
協

力
の
重
要
性
、
家
庭
生
活

の
大
切
さ
等
に
つ
い
て
学

ん
で
い
る
。

問

　
　
　

町
の
基
本
計
画
は

１
年
半
後
の
改
訂
を
予
定

し
て
い
る
が
、
近
年
と
り

わ
け
重
要
な
課
題
で
あ
る

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
に
つ
い
て
は
。

生
涯
学
習
課
長　

男
女
共

同
参
画
も
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
も

基
本
的
人
権
尊
重
の
精
神

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
性

的
少
数
者
へ
の
理
解
が
進

む
よ
う
に
計
画
に
位
置
づ

け
て
い
く
考
え
だ
。

問

０
０
％
、
育
児
休
業
は
０

％
だ
が
、
育
児
休
暇
は
50

％
で
、
意
識
の
変
化
は
起

こ
り
つ
つ
あ
る
。
係
長
級

の
女
性
割
合
は
平
成
29
年

度
以
降
30
％
超
え
と
、
目

標
を
達
成
し
て
い
る
。



委員会報告委員会報告

私の経験では、会議資料作成のご苦労は察するあ
まりあります。企業と違って定型文が目立ちますが、
誤字の無さとボリュームには驚きと感心しています。
できるだけ傍聴をとの思いですが、今後は「関心の
ある」内容を傍聴させていただます。委員会も一度
傍聴したく思っています。

９時開始なら５分前着
席を。時間にルーズだ

と

感じた。細かい件数等
の数値にこだわり過

ぎ

る。重箱の隅をつつい
ても、出てくるものは

大

したものではない。

説明不足と議員側が
感じるなら、後日補足

資

料を出せば良い。時間
を有意義に使うべき。

かつらぎ町は人口の減少と高齢化が進んでいます。個人情報が集約されたカード１枚の重み、取り扱いに関して紛失した時の危険性について、もっと討論すべきだと思いました。通信技術の活用、社会のデジタル化による落し穴などの対処について不安が残り納得できない点も少しありました。

本日の議事
運営と進行

は、総じて
メリハリ

がありまし
た。ただ、所

々に準備不
足から

と思える質
疑があり傍

聴するもの
には残

念な情景を
目にしてし

まったよう
に思われ

ます。今日
の質問審議

は、概ねま
とまって

おり、進行が
順調であっ

たと思いま
す。

新型コロナウ
イルス感染症

対策と震

災・防災であ
りましたが、質

問した全て

の事項に対し
て実施されて

いるとは

思ってません
が、最終的な

結果まで経

過と把握して
いるのか？議

会だよりにも

質問に対する
経過とか結果

を掲載して

もらいたい。

町職員（各部署課長）の居眠りを疑われ
る様子が多々見られた。
緊張感がない。緩すぎるのではないか
と感じた。（居眠りを疑う点）
集中が出来ない状況であるのであれば、
退席するのも一つではないか？

各課で出された施策についての
根拠や、そのデータの提示があま
りなかったので、わかりにくい部分
もありました。課長さんも把握で
きていない所もあるのかなと思っ
てしまいました。

熱心にメ
モを取って

一生懸命
質疑して

いる議

員さんは日
頃から町

民の事を
考え、さま

ざまな

勉強をされ
ているんだ

なと感心し
ました。一

方、

何もせず
に居眠りし

ていた方
がいるの

には驚

きました。
町民の代

表ですか
ら支援者

の方々

にも恥ず
かしくない

態度で臨
んでほしい

です。

議員質問に対する町側の回答内
容が明確で

ない事が多く、理解する事が出来
なかった。

出来れば具体的な数値・データ等
は表計算ソ

フト等を利用し、議場内に大型ス
クリーンもし

くはプロジェクター等を配置し、「
目で見える」

様にすれば分かり易いと思う。

今回の委員会に関しては担当者側は準備・説明不足と
思われる。
本会議・委員会で配布資料があるのであれば、事前に
配布を要望する。
本会議・委員会の議事録は後日配布を要望する。

こんな提案はどうでしょう。当面例えばあすの有権者
である高校生の「社会勉強として町公報ＤＶＤ制作」。
１００万円～２００万円で基本全戸配布。書ききれない
のでここまでにします。

視察の話があり、委員会で討議されていました。他の
市町村への視察も大事だと思いますが、同様にかつら
ぎ町を視察して頂けるような町政や議会にする必要が
あります。もっと議会に興味を持っていただく施策を考
えて頂きたい。

【本会議】 【委員会】
〇厚生文教常任委員会

〇議会運営委員会

新しい議会モニターの声 　町民の声を議会運営に反映するため、令和２年度議会モ
ニターを募集した。公募４人（その後辞退１人）、団体推
薦10人の計13人。主な活動内容は、議会の本会議や委員
会を傍聴しレポートなどを提出する。

団
体
と
議
会
の
意
見
交
換
会
募
集

　

議
会
で
は
、
町
民
の
声
を
直
接
聞
く
た
め
各
種

団
体
と
懇
談
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
さ
ら
に
小
グ
ル
ー
プ
と
懇
談
で
き
る
よ
う

募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
対
象　

　

町
内
の
グ
ル
ー
プ
（
３
人
以
上
）

〇
内
容

　

提
出
し
て
い
た
だ
い
た
テ
ー
マ
に
基
づ
き
意
見

　

交
換

〇
開
催
場
所

　

応
募
団
体
が
希
望
さ
れ
る
場
所

〇
応
募
方
法

　

議
会
事
務
局
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
主
な
必
要
事
項

　

団
体
、
代
表
者
、
応
募
理
由
、
議
会
に
対
す
る

　

意
見
な
ど

問
い
合
わ
せ

　

か
つ
ら
ぎ
町
議
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　

☎
０
７
３
６
―
22
―
０
６
０
４

　

９
月
２
日
、
25
日
委
員
会
開
催
。
引

継
事
項
の
確
認
と
、
今
後
の
活
動
方
針

を
審
議
し
た
。

　

令
和
２
年
６
月
補
正
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
優
先
の
た
め
断
念
し
た
。
令
和
３
年
度
実
施

に
向
け
試
験
映
像
を
行
い
、
令
和
３
年
６
月
会
議

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
に
向
け
、
業
務
委
託
仕
様
書
の

再
検
討
を
行
う
こ
と
を
確
認
し
た
。

議
会
映
像
配
信
（
引
継
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

延
期
し
た
懇
談
会
を
11
月
以
降
に
再
開
す
る
こ
と

で
調
整
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

商
工
会
と
の
懇
談
会
（
引
継
）

　

町
民
と
直
接
対
話
す
る
こ
と
で
、
議
会
活
動
へ

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
住
民
懇
談

会
の
開
催
を
委
員
会
の
最
優
先
課
題
と
し
て
取
り

組
む
こ
と
で
一
致
し
た
。
本
年
度
は
準
備
期
間
と

し
て
、
小
グ
ル
ー
プ
と
の
意
見
交
換
会
を
募
集
す

る
こ
と
と
し
た
。
指
定
の
場
所
へ
の
出
張
も
行
い
、

町
民
目
線
で
意
見
交
換
を
行
う
。

住
民
懇
談
会
の
開
催

　

例
年
モ
ニ
タ
ー
退
任
時
期
に
懇
談
会
を
開
催
し

て
い
た
。
今
後
は
、
就
任
、
退
任
時
期
の
２
回
開

催
す
る
こ
と
と
し
た
。

議
会
モ
ニ
タ
ー

議会だよりかつらぎ
2020.11.1　87号25

議会だよりかつらぎ
2020.11.1　87号 24

女性会議との懇談会女性会議との懇談会（分散会）分散会）女性会議との懇談会（分散会）



和歌山県かつらぎ町議会：〒649-7192 和歌山県伊都郡かつらぎ町大字丁ノ町2160番地
TEL.0736-22-0300㈹ FAX.0736-22-0604 http://www.town.katsuragi.wakayama.jp/gikai/

　次世代シリーズ「がんばる人」は、スポーツや文化活動などで
がんばっている子どもたちを紹介します。学校の中だけでなく、
民間や地域団体、個人でがんばっているのもＯＫです。

議会だよりかつらぎ
2020.11.1　87号

次世代
シリーズ

これからの「かつらぎ町」を担うのは君だ ！
がんばる人
紹  介

①頑張っていること
②始めたきっかけ
③将来の夢
④かつらぎ町の好きなところ

妙寺小学校６年

若井美希さん
わか  い   み　き

渋田小学校３年

井尾　葵さん
  い　お　　あおい

笠田中学校３年

深本皓太さん
ふかもとこう た

①おうちのぶどう園の仕事の手伝い
を一生懸命がんばっています。
②自分が収穫したぶどうで、皆さん
に笑顔になってほしいからです。
③ケーキ屋さんになって、おうちの
ぶどうがのったケーキをお店に並
べたいです。
④フルーツがいっぱいできて、神社
など景色のいい所がたくさんある
ところです。

①バスケとピアノの練習をがん
ばっています。
②弟が見学に行って、私もやっ
てみて楽しかったからです。
③いろんな事にチャレンジして
楽しい仕事をしたいです。
④自然いっぱいの中でたくさん
遊べるところです。

①文武両道。サッカーも勉強も頑
張り努力すること。
②保育園で友達とサッカーをした
時に興味をもったから。
③失敗を恐れず、何事にも挑戦し
続ける人。
④静かで緑が多く、自然が豊かで
地域の人達が親切な所。
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渋田小学学学学学

井尾　
  い　お　

校６年

美希さん
き

学校３年

皓太さん
こう た
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